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あらまし  近年，旅番組やバラエティ番組，教育番組など多種多様なテレビ番組が放送されている．これらのテ

レビ番組の中には歴史的な場所や観光名所などを紹介している映像が存在する．視聴者に映像におけるトピックと

なるスポットの地理情報を提示することが可能であるが，視聴者はスポットの詳細や周辺状況などを把握すること

が困難な場合がある．そこで，本研究では，映像に付与している字幕データから地名を抽出し，Wikipedia のカテゴ

リ構造を用いることにより，その地名に関する詳細情報や関連情報を抽出する．それらの地名に関する Flickr の投

稿写真などの詳細情報・関連情報を視聴者に提示するシステムを提案する． 
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1. はじめに  

近年，ドキュメンタリー番組やバラエティ番組，教

育番組，紀行など多種多様なテレビ番組が放送されて

いる．これらのテレビ番組の中には歴史的な場所や観

光名所などを紹介している映像が存在する．本研究で

は，このような旅番組に焦点を当てた．これらの番組

は視聴者に対して，映像におけるトピックとなるスポ

ットの地理情報を提示することが可能であるが，視聴

者はスポットの詳細や周辺状況などを把握することが

困難な場合がある．例えば，番組を視聴中，ユーザは

いくつかのスポットに興味を持ち，Web や SNS などで

より多くの情報を得ようと試みるのではないかと考え

られる．しかし，膨大なデータが存在する近年のサー

ビスの中では，複数のスポットの関係性や，それらの

スポットに深く関係している物や場所を瞬時に把握す

ることは困難である．  

そこで，本研究では，映像に付与している字幕デー

タから地域情報を抽出し，Wikipedia のカテゴリ構造を

用いることにより，その地域情報に関する詳細情報と

関連情報を抽出する．それらの地域に関する Flickr の

投稿写真，ハッシュタグや地図などを視聴者に提示す

るシステムを提案する．また，評価実験により，映像

に出現している地域に関する詳細情報や関連情報を直

感的に視聴者に提供することが確認できた．  

本論文の構成は以下のとおりである． 2 章ではシス

テム概要と関連研究について述べる． 3 章では映像か

らの地域情報抽出方法について説明する． 4 章では詳

細情報と関連情報の抽出方法について述べる．また，

5 章では評価実験にについて説明する．最後に 6 章で

まとめと今後の課題について述べる．  

 

2. システム概要と関連研究  

2.1 映像と写真の連動システム  

近年，Flickr などの投稿型写真サイトを使用者数は

膨大になっているだけでなく，旅行などで訪問した際

の地域に関する特徴的な写真の投稿も多く存在してい

る．Flickr の投稿には写真だけでなく，テキストやハ

ッシュタグ，位置情報，投稿時間などさまざまな情報

がある．本研究においては，映像に対して Flickr の適

切な写真を検索するために，Flickr の中でもハッシュ

タグに焦点を当てた．写真の特徴を表現するために，

ハッシュタグを利用するユーザが多く，ハッシュタグ

には多くの情報が含まれているといえるためである．

本研究では，Flickr からハッシュタグを抽出するため，

Wikipedia のカテゴリ構造を利用した．また，映像の字

幕に出現する地域に関する単語を Wikipedia の構造分

析により関連タグとして抽出し，提示する．この関連

タグは Flickr 写真のハッシュタグ検索にも利用される．

 

図 1 関連するタグと投稿写真と地図を同時に提示 



 

 

抽出した写真を映像に付与することによって，映像だ

けでは知ることができない部分をテキストではなく写

真で視覚により直感的に補うことができ，ユーザの映

像に対する興味・関心が広がる効果が期待できる．詳

細は第 4 章で述べる．  

提案システムの画面イメージを図 1 に示す．図 1 の

ように映像と Flickr から抽出した写真，また Wikipedia

のカテゴリ構造を用いて抽出した関連タグ，及び関連

写真を表示する．図 2 に提案システムの流れを示す．

まず，対象となる映像シーンを分割する．分割する基

準として，今回は映像に付与されている字幕データ（ク

ローズドキャプション）に出現する地域情報を用いる．

次に，分割されたシーンごとの地域情報を，そのシー

ンが何を説明しているのかを表すキーワードとする．

そして，それらのキーワードの地理的関係性を，

Wikipedia のカテゴリ構造を用いてツリー構造で表し，

映像の意味分析によって得られるシーンのキーワード

に関連性があるものを Wikipedia のカテゴリから抽出

し．関連タグとする．また，シーンごとの地域情報と

その関連タグをハッシュタグとして Flickr で写真検索

する際の対象タグとする．そして，抽出してきた写真

を出力としてシステム画面に地図と共に表示する．ま

た，提案システムは，写真だけではなく，映像の意味

分析によって抽出された関連タグもシステムの画面に

表示する．  

 

2.2 関連研究  

映像を対象として，地図とストリートビューで映像

を補足する研究である [1]．この研究では，映像の字幕

情報から地名の出現時間を抽出し，その地名の地理的

関係を地図とストリートビューを用いて可視化するこ

とにより，ユーザにわかりやすく示している．また，

Wang ら [3]は，映像の字幕情報から映像の話題語抽出

に基づきシーンを検出し，シーンの話題性に基づくシ

ーンの削除と，投稿映像，画像や地図を用いて新しい

コンテンツを追加する映像視聴システムを提案してい

る．本論文では映像の字幕情報を抽出し，映像の補足

を目的としている点は同じだが，地名や関連タグとそ

の投稿写真を用いて映像の地理情報を補足することに

よって簡単にその地域のイメージをしやすくすること

ができる．三原ら [2]の研究では，映像における時間的

関係と地理的領域関係といった地理的メタデータを用

いて，映像を地図やストリートビューと対応付けてい

る．本研究とは，投稿写真サイトを用いて映像を補足

することにより，ユーザに正しい地理情報を提供する

のではなく，興味や関心を広げようとする目的が異な

っている．  

異種メディアコンテンツの統合に関する研究とし

ては，Ma ら [4]の研究があげられる．WebTelop は映像

と Web コンテンツの連動を自動的に行い，情報の補完

や統合を行うシステムである．本論文では，このよう

な異種メディアコンテンツを同時に視聴できるような

システムを提案する．  

また，西脇ら [5]の研究は投稿写真サイト Flickr の写

真に付与されているタグや位置情報から写真をクラス

タリングして穴場スポットの抽出を行っている．さら

に，遠山ら [6]の研究は投稿写真サイト Flickr からテキ

ストタグの周期性を発見し，それに基づいた写真閲覧

システムを提案しており，人間が意識できない周期で

繰り返すイベントの発見が可能だと記している．これ

ら研究から SNS におけるテキストタグからさまざま

な情報が得られることがわかる．大崎ら [7]はテキスト

タグだけではユーザが求める画像を正しく検索できな

いとし，画像の色，テキスチャ，形状などから類似画

像検索するとしている．さらに，松尾ら [8]は画像特徴

に基づいたクラスタリング結果が，言語概念上の下位

語による画像分類とどれだけ一致しているかという判

定方法に言語のツリー構造を用いている．本研究では，

写真の画像特徴を用いるのではなく映像の意味を分析

し写真集合を絞ることによって，より正確な写真を推

薦する．Kim ら [9]は，1 つの画像からファセットと抽

出する手法を提案しているが，本研究では，写真の意

味的関係だけでなく，映像の意味構造にも着目してい

る．  

 

3. 映像からの地域情報抽出  

3.1 字幕データからの地域情報抽出  

提案システムでは，映像シーンの切り替えに伴って

付与する写真が自動的に変わっていくため，まず映像

をシーンごとに分割する為に，映像内の特徴を抽出す

る必要がある．具体的には，まず，映像に付与されて

いる字幕データから地域情報を抽出する．本研究にお

ける地域情報とは，地域における地名や名所のことを

指す．  

 

 

図 2 映像と写真の連動システムの概要図 



 

 

3.2 映像シーンの分割  

次に，投稿写真を付与する対象である映像の分割方

法について述べる．3.1 節で述べたように映像から地

域情報をまず抽出した．そして，映像の時系列に沿っ

て抽出した地域情報からその後に出現する地域情報ま

での映像区間を 1 つのシーンとして分割する．例えば，

A→B→C の順で地域情報を抽出した場合，地域情報 B

が字幕に出現するまでの映像区間を地域情報 A に関す

るシーン A とし，地域情報 C が字幕に出現するまでの

映像区間を地域情報 B に関するシーン B として映像

を分割する．また，連続して同じ地域情報が出現する

場合は重複とみなし 1 シーンとする．さらに，T 秒以

内に次の地域情報が出現する場合は，極端にシーンが

短すぎると判断し，後に出てくる地域情報は排除する．

今回は T=3 とした．以上より映像から抽出した地域情

報を Flickr からの画像検索の主要な対象タグとして扱

う．図 3 を例に挙げて説明すると，図 3 の映像は「福

岡市」「福岡城」「博多」「福岡城」「中州」の 5 つのシ

ーンに分割することが可能である．  

また，ユーザが現在どの地域に関する映像を視聴し

ているのか理解を支援する手法として，ユーザインタ

フェースに字幕データから抽出された地域情報を中心

とした地図を提示する．  

 

4. 詳細情報と関連情報の抽出  

本章では，Wikipedia のカテゴリ構造と投稿写真を用

いて映像の詳細情報と関連情報を抽出する．提案シス

テムでは，映像内の各シーンに対して，詳細情報と関

連情報をユーザに提示することで映像の補足を行って

いる．まず詳細情報について述べる．詳細情報とは各

シーンで紹介されている地域の情報を指す．例を挙げ

ると，映像が兵庫県「神戸市」に関するシーンである

と仮定すると，この場合の神戸市に対する詳細情報と

は，神戸市内に関する情報のことである．具体的には，

神戸市内に位置している「三宮」や「六甲山」などが

挙げられる．次に関連情報について説明する．関連情

報とは，映像では紹介されていないが，各シーンの地

域に関係する情報を指す．例を挙げると，前述したよ

うに映像が兵庫県「神戸市」に関するシーンであると

仮定すると，この場合の「神戸市」に対する関連情報

とは，具体的には「横浜市」「長崎市」が挙げられる．

一見，関連性の見えない 3 つの地域であるが，この 3

つの地域には「日本の港町」という共通点がある．こ

のように，映像だけでは分からない 1 シーンで紹介さ

れている地域と他地域を繋げるものを関連情報と呼ぶ． 

 

4.1 Wikipedia のカテゴリ構造を用いたツリー

構造の構築  

本研究では Wikipedia を用いて映像の構造を分析す

る．Wikipedia にはカテゴリページというものがあり，

例えば「福岡県」のカテゴリページには 20 件の下位カ

テゴリと 12 ページの関連ページが含まれている．こ

れを用いて映像の関係性を分析する．旅番組「クチコ

ミ新発見！旅ぷら」を用いて構築したツリー構造を図

4 に示す．青文字は字幕から抽出された地域情報であ

る．ツリー構造図からわかるように「博多」，「中洲」

は並列関係にあたり，「福岡市」と「博多」は包含関係

にあたる．このカテゴリページを用いてツリー構造を

構築することで，映像の中の地域間の関係性を判定す

ることができる．しかしながら，ツリー構造の末端が

数多くあることと，1 つの地名に対してさまざまなツ

リー構造を作成することができるという問題点がある．

そこで，本研究ではカテゴリページにおいて Wikipedia

の参照関係に着目し，参照数の多いカテゴリ名は重要

なカテゴリであると判定することで問題を解決する．

5 ページ以下しか情報が記載されていないものはツリ

ー構造には含まないとした．また，1 つの地域情報に

対してツリー構造が複数できるということに対して，

図 3 映像シーンの分割（クローズドキャプション） 

 

図 4 「クチコミ  新発見！旅ぷら」でのツリー構造  

 

図 5「福岡城」に関する  別のツリー構造  



 

 

例えば，「福岡城」という地名は図 4 のツリー構造の他

に，図 5 のようなツリー構造も作成することができる．

以上より，本研究では，対象地域としている 1 つ上の

上位概念が参照するページ数が多いものでツリー構造

を作成する．「福岡城」の場合，図 4 においては「福岡

県の城」，図 5 においては「福岡県中央区の歴史」があ

てはまる．そして，1 サブカテゴリ・28 ページを含む

「福岡県中央区の歴史」と 53 ページを含む「福岡県の

城」を比較して，より多くのページを含んでいる「福

岡県の城」を親としてツリー構造が構築される．  

 

4.2 Flickr の投稿写真抽出  

提案システムでは映像を入力とし，Flickr から検索

してきた写真と関連タグ・写真を出力としている．

Flickr から適切な画像を検索するために，本研究では

3.2 節で分割したシーンに対する地域情報を用いて，

Flickr から写真の内容を表している．ハッシュタグを

用いて写真を検索する．図 2 の例では，最初のシーン

に「福岡市」という地域情報が字幕に出現し，これを

ハッシュタグ「＃福岡市」として Flickr の写真を検索

する．これらの写真を今回は Flickr の投稿ユーザ以外

のユーザからの View 数の上位 7 件の写真をインタフ

ェースに提示する．これらは 4.1 節で説明した，各シ

ーンの地域情報に対する詳細情報に当たる．  

 

4.3 関連タグの抽出方法  

関連タグとは 4.1 節で説明した対象タグに関連する

タグのことである．つまり，その地域情報に関係して

いるが，映像では紹介されていない情報を 4.2 節で作

成したツリー構造から分析しユーザに推薦する．  

本研究では，Wikipedia を用いて作成したツリー構造

において，関連タグとして対象にしている情報の並列

関係にあたる情報が最も関連性をもっているのではな

いかと考え，その部分をユーザに推薦する．関連タグ

の抽出手法としては，4.2 節で説明した，映像のツリー

構造を利用し．映像内で紹介されていないカテゴリま

たはページの部分を取り出す．例えば，図 2 の中で映

像が「福岡城」のシーンである場合，関連タグが「＃

名島城」，「＃別所城」，「＃秋月城」，「＃水城」になる．  

図 4 に示すように，この例の場合，「福岡城」の１個上

の上位概念は「福岡県の城」となる．「福岡県の城」は

53 ページを下位概念として含んでおり，「福岡城」は

そのうちの 1 つのページにすぎない．そこで今回は映

像の中で紹介されていない，残りの 52 ページの情報，

つまり「福岡城」と並列関係にあたる情報を推薦する．

しかし，52 ページ全てを推薦することは困難なため，

それぞれのページがもつ上位概念が多い上位 3 件を今

回は表示する．さらに，提案システムとして関連タグ

をクリックしたら，新たな情報が表示されるというよ

うに，ユーザにとって受動的なだけでなく能動的に動

くシステムである．関連タグをクリックすることによ

って，集合体を絞ることができ，よりユーザは有益な

情報が得ることができる．また，関連タグに関する写

真もユーザに提示する．これらの写真は今回，Flickr の

投稿ユーザ以外のユーザからの View 数の上位 3 件を

インタフェースに提示する．  

加えて，ユーザが 1 つの関連タグに興味を持ちクリ

ックした場合，最初に提示した関連タグに対しても新

たに関連タグを推薦する．具体的には，「福岡城」の関

連タグの 1 つである「＃水城」をクリックした場合，

「＃水城」の関連タグの抽出方法として，映像分析に

おいて作成したツリーでの上位概念となる，「福岡県の

城」以外の上位概念を Wikipedia から取り出し，その

上位概念を親として新たにツリー構造を作成し，そこ

で「水城」と並列関係にあたる情報「姫路城」「安土城」

「熊本城」を推薦する．「水城」の上位概念としては「福

岡県の城」以外にも，「春日市の歴史」，「特別史跡」，

「福岡県にある国指定の史跡」など合計 10 個存在し

ていることが Wikipedia からわかる．この 10 個のうち，

より多くのページから参照されている上位概念を用い

てツリー構造を作成する．「春日市の歴史」は 9 ペー

ジ，「特別史跡」は 67 ページ，「福岡県にある国指定の

史跡」は 51 ページから参照されているため，この場合

は「特別史跡」をツリー構造の親ノードとして，「水城」

以外の残り 50 ページの単語を関連タグとして推薦す

る．  

 

5. 評価実験 

本章では，構築した映像と写真の連動システムの実

験を行った．本実験は，対象となる旅番組に対して，

写真やタグなどの詳細情報や関連情報を提示すること

によって，番組で紹介されているスポットに対しての

理解促進や新たな地域・興味に及ぼす影響に関する調

査を目的としている．  

 

5.1 実験方法  

本実験では，以下の 4 種類の旅番組を対象データと

し，各番組の映像に対して 4 章で述べた詳細情報と関

連情報を抽出し，映像と同時に提示した．  

(a) 1 つの地域を紹介している番組  

(b) 複数の地域を紹介している番組   

(c) 1 つの地域を紹介している＋スタジオを経由す

る番組  

(d) 複数の地域を紹介している＋スタジオを経由す

る番組  

図 1 に示したインタフェースのように詳細情報とし



 

 

て地図と Flickr から抽出した写真を，関連情報として

関連タグと関連写真を映像に付与したコンテンツを被

験者に視聴してもらった．また，今回は 4.2 節で説明

した関連タグ上位 3 件を表示したコンテンツと，下位

3 件を表示したコンテンツを用意した．表 1 に示すよ

うに，U1~U4 の関連タグ上位 3 件を提示したものと

L1~L4 の関連タグ下位 3 件を提示した計 8 種類の映像

コンテンツに対して，20 代～50 代の被験者 15 名が下

記の設問項目についてアンケートを実施した．  

 Q1：紹介されている地域に行ったことがある  

 Q2：映像の内容が理解できた  

 Q3：映像内の地域に対する知識が増えた  

 Q4：関連タグや写真によって興味・関心が広がる

と感じた  

 Q5：関連タグや写真によって実際に行ってみたい

という意欲が高まった  

 Q6：興味を持ったタグと写真の提示  

 Q7：映像の内容に関係ないと感じた関連タグと写

真の提示  

 

5.2 実験結果  

5 段階評価による Q2～Q5 の評価平均値を，関連タ

グ上位 3 件を提示した場合と下位 3 件を提示した場合

の 2 種類に分けて図 6 に示す．  

 

5.2.1 内容理解に関する評価結果  

 Q2 の「映像の内容が理解できた」に関しては，提案

手法によって Wikipedia のカテゴリ構造から上位 3 件

の関連タグを関連情報として提示した U1~U4 の方が，

下位 3 件の関連タグを関連情報として提示した L1~ L4

よりも低い評価となった．  

Q3 の「映像内の地域に対する知識が増えた」に関し

ては，提案手法によって抽出した上位 3 件の関連タグ

を提示したコンテンツの方が高い評価を得ることがで

きた．  

 以上より，Q2 に関しては下位 3 件の関連タグを提示

したほうが高い評価を得ているが，ユーザの個人差が

あるため下位の関連タグに興味を持つユーザもいたと

考えられる．また，画像の類似度を今回考慮していな

かったこともこの結果に繋がった一因かと考えられる．

実際，Flickr から抽出した関連タグ下位 3 件の画像の

方が，各シーンにおける対象タグの画像と類似してい

ることが確認できたため，画像抽出に関する今後の課

題が見つかった．しかし，全体としては関連タグを提

示することによって内容理解に対して良い影響を与え

ていることがわかった．  

 

5.2.2 興味喚起に関する評価結果  

Q4 の「関連タグや写真によって興味・関心が広がる

と感じた」と Q5 の「関連タグや写真によって実際に

行ってみたいという意欲が高まった」に関しては，提

案手法によって抽出した上位 3 件の関連タグを提示し

たコンテンツの方が高い評価を得ることができた．こ

れは，関連タグや写真を提示することで，より多くの

情報を被験者に与えることができ，それが被験者の興

味・関心の広がりに繋がったと考えられる．  

Q6 の「興味を持った関連タグと写真の提示」と Q7

の「映像の内容に関係ないと感じた関連タグと写真の

提示」に関する結果を表 2 に示す．表 2 から Q6 の興

味を持った画像に対しては，比較的画像を見ただけで

どの地域を表しているのかが理解しやすい，つまり，

特徴的な画像が挙げられていることがわかる．一方，

Q7 の映像の内容と関係ないと感じた画像に対しては，

比較的地域の特徴を捉えきれていない画像が挙げられ

ている．また，Q7 の映像の内容に関係ないと感じた関

連タグに対しては，実際は各シーンの対象タグと何ら

かの関係性があるにも関わらず，ユーザにとって映像

とは関係がないと判断された関連タグが多数挙げられ

ている．  

 以上より，関連情報の提示によって興味喚起には有

効的であるが，今後対象タグと関連タグの関連性を明

確にユーザに示すことが映像の内容理解や興味喚起を

表 1 生成した U1~U4 と L1~L4 の映像コンテンツ  

 番組名  種類  長さ  シーン数  関連タグ  

U1 
ブラタモリ  (a) 10’22”  

11 上位 3 件  

L1 11 下位 3 件  

U2 旅する  

ドイツ語  
(b) 8’50”  

7 上位 3 件  

L2 7 下位 3 件  

U3 グッ！と  

地球便  
(c) 6’54”  

7 上位 3 件  

L3 7 下位 3 件  

U4 
旅サラダ  (d) 7’20”  

8 上位 3 件  

L4 8 下位 3 件  

 

 

図 6 Q2~Q5 の評価結果  



 

 

さらに促進するために必要である．  

 

6. おわりに  

本論文では，映像に付帯する地理情報を用いた投稿型

写真共有サイトにおける写真抽出を提案した．提案シ

ステムでは，映像の字幕データから地域情報のみを抽

出し，Wikipedia カテゴリ構造で映像のツリー構造を

構築した上で，投稿写真を抽出するだけでなく，関連

タグの表示も提案している．シーンに対する詳細情報

と関連情報を映像とともに提示することによって，紹

介されている地域に関する興味・関心の拡大や映像理

解の促進を期待できると仮設をたて評価実験を行った．

実験結果により有効な結果であることを確認した．  

今後の課題としては，映像の字幕に出現している地

名が重複した場合や，福岡に関する番組内容にも関わ

らず，大阪という地名が出現している場合，どのよう

に実空間での距離を考えるべきかさまざまな場面につ

いて検討する必要がある．また，より映像の内容にあ  

 

 

 

った画像を抽出するため，対象タグに関する画像と

関連タグに関する画像の類似度の考慮や，対象タグと

関連タグをユーザに明確に示せるインタフェースを検

討する予定である．   
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